
民主主義を守る 国民の声を届ける 
の
基
本
に
置
き
、
民
主
主
義
を
大

切
に
し
て
い
る
政
治
家
と
し
て
、

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
を
含

む
安
全
保
障
関
連
法
案
の
強
行
採

決
と
い
っ
た
強
引
な
国
会
運
営
の 

 

憲
法
の
平
和
主
義
は
世
界
に

誇
る
べ
き
、
先
駆
的
な
理
念
で

す
。
戦
後
70
年
。
私
た
ち
は
、

先
人
の
意
志
を
く
み
取
り
、
そ

の
歩
み
に
敬
意
を
払
い
、
尊
重

し
、
「
あ
ら
ゆ
る
立
場
の
人
の

生
活
の
現
場
に
お
け
る
平
和
と

安
定
」
を
実
現
し
て
い
く
責
任

が
あ
り
ま
す
。
政
治
の
究
極
目

標
は
世
界
平
和
。
こ
の
原
点
を

堅
持
し
、
こ
れ
か
ら
も
政
治
家

と
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。 

こ
と
は
当
然
で
す
。
集
団
的
自
衛

権
の
行
使
を
容
認
す
る
な
ら
ば
、

解
釈
変
更
で
は
な
く
憲
法
改
正
の

手
続
き
を
踏
む
の
が
正
道
で
す
。 

 

そ
し
て
何
よ
り
も
、
国
民
の
合

意
形
成
な
く
し
て
、
違
憲
の
疑
い

が
濃
い
法
案
の
成
立
を
図
る
こ
と

は
民
主
主
義
の
否
定
に
つ
な
が
り
、

絶
対
に
許
さ
れ
ま
せ
ん
。 

 

私
は
、
中
国
の
台
頭
と
い
っ
た

安
全
保
障
環
境
の
変
化
や
日
米
同

盟
深
化
の
必
要
性
は
認
め
ま
す
が
、

憲
法
の
平
和
主
義
の
理
念
の
も
と

個
別
的
自
衛
権
に
よ
る
専
守
防
衛

に
徹
し
て
安
保
政
策
を
展
開
し
、

国
際
協
調
を
図
っ
て
き
た
戦
後
日

本
の
歩
み
を
尊
重
し
て
対
応
す
べ

き
と
考
え
ま
す
。
安
倍
政
権
の
安

保
法
制
は
全
く
許
容
で
き
ま
せ
ん

が
、
反
対
す
る
だ
け
で
な
く
、
現

実
の
脅
威
へ
の
対
応
を
図
っ
て
い

く
こ
と
は
政
治
の
責
任
。
私
は
、

海
上
保
安
庁
と
自
衛
隊
の
連
携
を

強
化
し
て
迅
速
な
対
応
を
可
能
と

す
る
領
域
警
備
法
の
制
定
や
、
周

辺
事
態
法
の
地
理
的
概
念
を
守
り

な
が
ら
実
効
性
を
高
め
る
法
改
正
、

国
連
平
和
維
持
活
動
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）

協
力
法
改
正
も
必
要
だ
と
考
え
ま

す
。
こ
れ
ら
は
政
権
へ
の
「
対

案
」
と
な
り
え
ま
す
。 

 

各地で街頭演説し、自らの政治姿勢を訴えています＝２０１５年７月 

福岡県議会議員 

【古賀市】 

古賀発！ただいま 

県政刷新中！ 

田辺かずき 

ブログ(政治活動日記）   

 facebook 
Twitter  

公式ホームページ http://www.tanabe-kazuki.jp/ 

検索 で 

http://ameblo.jp/tanabe-kazuki/ 

http://www.facebook.com/kazuki.tanabe 
@tanabe_kazuki  アカウント→ 

も
と
、
戦
後
の
安
保
政
策
の
大
転

換
が
図
ら
れ
る
こ
と
は
到
底
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
。
私
は
、
国
民
の
生

命
と
財
産
、
領
土
・
領
海
を
確
実

に
守
る
た
め
の
安
全
保
障
法
制
は

極
め
て
重
要
と
考
え
て
き
ま
し
た
。

だ
か
ら
か
ら
こ
そ
、
冷
静
な
議
論

に
欠
け
る
安
倍
政
権
の
姿
勢
に
極

め
て
強
い
危
惧
を
覚
え
ま
す
。 

 

私
た
ち
国
民
は
憲
法
に
よ
っ
て

権
力
者
を
縛
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
立
憲
主
義
＝
こ
と
ば
参
照
＝
で

す
。
安
倍
政
権
が
、
こ
れ
ま
で
の

歴
代
政
府
が
行
使
で
き
な
い
と
解

釈
し
て
き
た
集
団
的
自
衛
権
に
つ

い
て
、
行
使
可
能
と
解
釈
を
変
更

し
た
こ
と
は
、
時
の
権
力
者
が
、

自
ら
が
縛
ら
れ
て
い
る
は
ず
の
憲

法
を
国
民
無
視
で
変
え
た
こ
と
を

意
味
し
、
憲
法
の
存
在
意
義
が
失

わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
私
が
慶
應

義
塾
大
学
法
学
部
の
学
生
時
代
に

講
義
を
受
け
た
小
林
節
・
慶
大
名

誉
教
授
ら
憲
法
学
者
の
ほ
と
ん
ど

が
「
立
憲
主
義
を
脅
か
し
て
い

る
」
と
強
い
懸
念
を
示
し
て
い
る 

田辺一城の 

発 信 箱 

 
 

日
本
国
憲
法
と

安
全
保
障
法
制
に

つ
い
て
、
私
の
考

え
を
明
ら
か
に
し

ま
す
。
国
民
の
皆

さ
ん
と
の
「
対

話
」
を
政
治
活
動 

    【裏面もあります！】    
■１８歳選挙権への対応 
   県議会の本会議で提案 
■青少年健全育成大会へ 
   パネリストとして出席 

～第２８号～ 
2015年8月発行 

 「近代立憲主義憲法は、個人の権利・自由を確保するために国家権力を制限するこ

とを目的とする」。憲法学者、芦部信喜（1923-1999）の著書「憲法 新版 補訂版」

（岩波書店、99年）にはこう記されている。小林節・慶大名誉教授も「権力者も人間、

神様じゃない。堕落し、時のムードに乗っかって勝手なことをやり始める恐れは常に

ある。その歯止めになるのが憲法。つまり国民が権力者を縛るための道具なんだよ。

それが立憲主義、近代国家の原則」（毎日新聞2013年4月9日付夕刊）と分かりやすく

解説している。現況については、国会で法案を違憲と指摘した憲法学者の長谷部恭

男・早大大学院教授が「安倍政権の存在自体が、立憲主義を脅かしているのではない

でしょうか」（同2015年7月16日付朝刊）と評し、強い危機感を表明した。 

ことば【立憲主義】 

田辺の政治活動を連日発信しています！ 裏
面
へ
つ
づ
き
ま
す 

  ＜田辺かずき事務所＞ 
〒811-3103  福岡県古賀市 
  中央 1-6-41-203 
TEL   ： 092-692-8510 
FAX 

  
： 092-410-7730   

 ： challenge@ 
  tanabe-kazuki.jp 

  
 ﾒｰﾙ 



    ＜田辺かずき プロフィール＞ 

全ての県立高校で模擬投票等を実施へ 

 

福
岡
県
議
会
６
月
定
例
会

（
６
月
17
日
～
７
月
14
日
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
議

２
期
目
と
し
て
最
初
の
定
例

会
。
私
は
、
地
元
・
古
賀
市

の
皆
さ
ん
と
の
「
対
話
」
か

ら
生
活
現
場
の
課
題
を
見
出

し
、
議
会
の
場
で
提
起
す
る

こ
と
が
最
も
重
要
な
責
務
と 

1980年5月16日生まれ 
1987年 暁の星幼稚園 卒園 
1993年 花鶴小学校 卒業 
1996年 古賀中学校 卒業 
1999年 福岡県立福岡高校 卒業 
           （高51回、現在は同窓会顧問） 
2003年 慶應義塾大学法学部法律学科 卒業 
     毎日新聞社 入社／福井支局 配属 
2006年 大阪本社社会部 配属 
2011年 福岡県議会議員 初当選 
     厚生労働環境委員会（～13年） 
     国際交流推進対策調査特別委員会（～13年） 
2013年 新社会推進商工委員会（～15年） 
     防災及びエネルギー・水安定供給調査 
           特別委員会（～15年） 
2015年 福岡県議会議員 2期目当選 
 
【所属】  
 
 
 
 
 
【家族】 会社員の妻、8歳の長男、5歳の長女 

福岡県議会・広域行政推進対策調査特別 
委員会副委員長 
同・農林水産委員会、議会運営委員会 
全国青年都道府県議会議員の会（福岡県世話人） 
民主党青年委員会副委員長 
民主党福岡県第４総支部幹事長 

考
え
て
お
り
、
１
期
目
か
ら

の
通
算
で
連
続
17
回
目
と
な

る
本
会
議
質
問
（
一
般
質

問
）
に
臨
み
ま
し
た
。 

 

知
事
ら
に
質
問
し
た
テ
ー

マ
の
う
ち
、
今
号
で
は
「
主

権
者
教
育
と
Ｎ
Ｉ
Ｅ
（
教
育

に
新
聞
を
）
の
活
用
」
に
つ

い
て
報
告
し
ま
す
。
選
挙
権

年
齢
を
「
18
歳
以
上
」
に
引

き
下
げ
る
改
正
公
職
選
挙
法

が
成
立
し
た
こ
と
を
受
け
、

教
育
長
に
「
主
権
者
教
育
の

充
実
・
強
化
」
を
求
め
ま
し

た
。 

 

具
体
的
に
は
、
福
岡
県
内

の
小
学
校
・
中
学
校
・
高
校

に
お
け
る
模
擬
選
挙
・
模
擬

投
票
の
実
施
状
況
が
極
め
て

厳
し
い
た
め
、
私
か
ら
「
県 

教
委
が
主
導
し
て
（
ま
ず

は
）
全
て
の
県
立
高
校
で
模

擬
投
票
を
実
施
す
る
べ
き
」

と
提
案
。
教
育
長
は
「
全
て

の
県
立
高
校
で
生
徒
の
政
治

参
加
の
意
識
を
高
め
る
た
め
、

学
校
の
実
情
に
応
じ
た
模
擬

選
挙
等
の
実
施
に
取
り
組
ん

で
い
く
」
と
初
め
て
表
明
し

ま
し
た
。 

 

あ
わ
せ
て
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
（
Ｎ

ｅ
ｗ
ｓ
ｐ
ａ
ｐ
ｅ
ｒ 

Ｉ
ｎ 

Ｅ
ｄ
ｕ
ｃ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
を

取
り
上
げ
ま
し
た
。
「
教
育

に
新
聞
を
」
と
訳
さ
れ
、
授

業
で
新
聞
を
教
材
と
し
て
活

用
す
る
も
の
で
、
福
岡
県
で

も
教
育
界
や
新
聞
業
界
で
構

成
す
る
福
岡
県
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進

協
議
会
が
設
置
さ
れ
、
県
教 

みなさんと 
ともに― 

古賀での活動  
 しっかりと地元を回らせてい

ただいています。消防ポンプ操

法大会での各分団の皆さんの操

法は大変心強いものでした。

「スイーツコーン祭」は農家の

皆さんと一緒に早朝の収穫から

参加。「薦野の歴史をつなぐ

会」の皆さんのご尽力による講 
演会では、大根川の生き物と私たちの暮らし

について学ばせていただきました。「イジメ

撲滅チャリティープロレス」もとても盛り上

がりましたね。挨拶でリングに上がらせてい

ただきましたが、生まれて初めての経験でし

た。 

   

 この夏もイベントが盛りだくさん。ハマボ

ウまつりや駅前商店街の土曜夜市、米多比

区・不入谷でのそうめん流しも楽しませてい

ただきました。地域の夏祭りにもどんどん足

を運び、皆さんと交流を図ってまいります。

気軽にお声掛けください。 

 地元の古賀市青少年健全育成大会が７月14

日に開催され、私も地元の県議として、そし

て子どもを育てる保護者として参加しました。

テーマは「不登校から学ぶもの」。コーディ

ネーターの長阿彌幹生さんはＮＰＯ「不登校

サポートネット」の代表として不登校に悩む

親子の支援に携わってきている方で、私に

とっても有意義な学びの時間でした。 

  私たちが「自己の未熟さ」を自覚し、「自

分は正しい」ということを前提としない謙虚

さが、不登校をはじめ様々な課題で、子ども

や他の人に向き合う時に大切である。この考

え方は、私たちが人間として生きていくうえ

で当然大切にしていなければならないことで

すが、あらためて胸に刻むことができました。 

 私からはパネルディスカッションで、私た

ちが目指すべき社会像として、一人一人が多

様性を認め、お互いを尊重できる共生社会を

挙げ、政治家として一人の大人として皆さん

とともにこうした社会を築いていく決意を申

し上げました。また、長阿彌さんが示してく

ださったデンマークの教育基本法にある「困

難な未来を切りひらくための楽観的展望を子

どもたちに与える」という理念も素晴らしい

と思いました。 

 お声掛けいただき、感謝します。この日の

学びをしっかりと県の教育力向上につなげら

れるよう活動していきます。 

「自己の未熟さ」を自覚し、 
子どもと向き合うことの大切さ 

委
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
新

聞
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
国

内
外
に
お
け
る
日
々
の
出
来

事
を
「
生
き
た
教
材
」
と
し

て
子
ど
も
た
ち
に
追
体
験
さ

せ
民
主
主
義
を
形
成
す
る
一

員
で
あ
る
と
意
識
さ
せ
る
こ

と
は
、
主
権
者
意
識
の
涵
養

に
極
め
て
有
効
と
考
え
、
Ｎ

Ｉ
Ｅ
の
活
用
拡
大
と
教
員
研

修
の
充
実
を
求
め
ま
し
た
。 

 

教
育
長
は
「
今
後
、
研
修

会
等
で
（
Ｎ
Ｉ
Ｅ
実
践
指
定

校
に
お
け
る
新
聞
活
用
の
よ

う
な
）
授
業
実
践
等
を
広
く

学
校
に
周
知
す
る
」
と
答
弁
。

さ
ら
に
、
私
が
提
案
し
た
県

内
全
域
の
中
学
・
高
校
の
教

室
に
新
聞
各
紙
を
配
置
す
る

こ
と
に
つ
い
て
も
そ
の
意
義

を
認
め
、
「
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協

議
会
に
教
材
と
し
て
提
供
で

き
な
い
か
働
き
か
け
る
」
と

前
向
き
な
姿
勢
を
示
し
ま
し

た
。 

２期目として最初の一般質問に臨んだ６月定例会 
＝２０１５年６月２９日 


